
 

－1－ 
 

武蔵小杉駅周辺地域帰宅困難者等対策協議会 摘録 

 

■開催日時・場所・出席者 

 日 時：令和８年３月１８日（水）１４時２０分～１４時４５分 

 場 所：川崎市総合自治会館 第３会議室 

 出席者：武蔵小杉駅周辺地域帰宅困難者対策協議会 委員（別紙名簿参照） 

中原区役所 沖本区長 今村副区長 

中原区役所危機管理担当 倉又担当課長、神坂担当係長、川上職員 

 傍聴者：なし 

 配布資料：次第・出席者名簿・席次表 

資料１ 武蔵小杉駅周辺地域エリア防災計画 改定案 

資料２ 武蔵小杉駅周辺地域エリア防災計画 改定概要 

資料３ 意見照会結果 

資料４ 来年度以降の帰宅困難者対応訓練（案）について 

 

■会議次第 

１ 開 会 

２ 議題 

武蔵小杉駅周辺エリア防災計画の改定について 

３ 確認事項 

  来年度以降の帰宅困難者対応訓練（案）について 

４ 閉 会 

 

■会議要旨 

※摘録につき「である」調で記載、敬称等省略。 

１ 開会 

２ 議題 

武蔵小杉駅周辺エリア防災計画の改定について（事務局） 

事務局から、資料１・２・３に沿って、改定内容について説明した。 

質疑なし。 

【コメント】 

  秦教授：今回の改定は。３章の修正と５章の追加が行われている。３章の修正は、主体が明確にな

ったこと、時間軸で何をすべきかが記載されてわかりやすくなっている。 

      ５章については、帰宅困難者対策を地震だけではなく、公共交通機関が長期にわたって停

止する事態になった場合は原因に関わらず帰宅困難者が発生しうるという認識を持つこと

が重要である。地震の際と違うのは、武蔵小杉駅周辺が大きな地震があったわけではない

ので物理的な被害がないが、滞留者が発生するということで、こういう事態は起こりうる、

対応が必要であるということかと思う。前回のものと比較してわかりやすくしていただい

ていると思われる。 

 

今回の内容でエリア防災計画を改定することで委員了承。 
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３ 確認事項 

  来年度以降の帰宅困難者対応訓練（案）について（事務局） 

   事務局から、資料４に沿って来年度の訓練について説明。 

   質疑なし。 

４ 閉会 

 


